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は
じ
め
に

　
『
青
森
県
史
資
料
編
考
古
1　

旧
石
器
・
縄
文
草
創
期
〜
中
期
』
が
平
成
二
九
年

三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
は
そ
の
書
評
で
あ
る
。
県
史
、
特
に
そ
の
資
料
編
と
な

る
と
、
研
究
書
や
雑
誌
論
文
と
違
っ
て
、
文
中
に
論
理
の
構
造
を
見
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
資
料
編
の
流
れ
に
沿
っ
て
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の

都
度
、
批
評
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

青
森
県
史
編
さ
ん
大
綱
に
よ
れ
ば
「
県
史
の
編
さ
ん
は
、
青
森
県
の
歴
史
的
発
展

過
程
を
明
ら
か
に
し
、
郷
土
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、

貴
重
な
歴
史
的
資
料
を
県
民
共
有
の
財
産
と
し
て
永
く
後
世
に
伝
え
、
あ
わ
せ
て
進

む
べ
き
本
県
の
将
来
を
展
望
し
、
さ
ら
に
は
二
一
世
紀
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
県
史
資
料
編
は
そ
の
基
本
に
お
い
て
、
県
民
に
向

け
て
青
森
県
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
歴
史
資
料
を
提
示
す
る
点
に
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
青
森
県
史
の
考
古
と
関
わ
る
『
資
料
編
』
は
、
先
ず
は

『
別
編
三
内
丸
山
遺
跡
』
の
平
成
一
四
年
三
月
刊
行
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一

五
年
か
け
て
、
考
古
編
の
四
冊
と
別
編
三
内
丸
山
遺
跡
一
冊
の
合
計
五
冊
が
完
成
し

た
。
青
森
県
史
の
通
史
編
全
三
巻
が
平
成
三
〇
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
全
三
六
巻
が

〔
書
評
と
紹
介
〕

『
青
森
県
史　

資
料
編　

考
古
1

　

旧
石
器
・
縄
文
草
創
期
〜
中
期
』

泉　
　

拓
良

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
資
料
編
は
自
然
編
を
含
め
て
全
三
三
冊
で
あ
る
が
、

考
古
関
係
が
五
冊
と
い
う
量
は
、
他
と
比
べ
考
古
編
の
比
重
が
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
古
編
が
他
所
と
比
べ
て
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
特
別
史
跡

三
内
丸
山
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
三
内
丸

山
遺
跡
は
、
県
営
新
野
球
場
の
建
設
に
先
立
つ
遺
跡
調
査
で
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

開
始
さ
れ
た
の
が
平
成
四
年
、
発
見
に
次
ぐ
発
見
で
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
の
が

平
成
九
年
、
特
別
史
跡
に
は
平
成
一
二
年
に
指
定
さ
れ
た
。
県
史
資
料
編
の
刊
行
開

始
が
平
成
一
二
年
度
、
県
史
資
料
編
『
別
編
三
内
丸
山
遺
跡
』
の
刊
行
が
平
成
一
三

年
度
で
あ
る
か
ら
、
県
史
編
集
の
当
初
か
ら
、
強
く
三
内
丸
山
遺
跡
の
成
果
が
意
識

さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
紹
介
す
る
三
内
丸
山
遺
跡
を
含
む『
資

料
編
考
古
1
』
が
、
扱
う
時
代
と
は
逆
で
考
古
編
の
最
後
と
な
っ
た
の
は
、『
別
編

三
内
丸
山
遺
跡
』
を
先
行
さ
せ
た
為
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
回
配
本
の
『
資
料
編
考
古
2
縄
文
後
期
・
晩
期
』
は
平
成
二
四
年
度
刊
行
で

あ
っ
た
。『
資
料
編
考
古
4
』
は
平
成
一
五
年
三
月
、『
資
料
編
考
古
3
』
は
平
成
一

七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
資
料
編
2
』
の
刊
行
ま
で
は
八
年
の
時
間
が
あ

く
。
そ
の
間
は
、
平
成
一
八
年
一
一
月
に
青
森
県
と
県
下
の
三
市
一
町
が
文
化
庁
に

「
青
森
県
の
縄
文
遺
跡
群
」
提
案
書
を
提
出
し
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
記
載
を

求
め
た
こ
と
や
、
平
成
二
一
年
一
月
に
は
、
秋
田
県
、
岩
手
県
、
北
海
道
の
く
わ
わ
っ

た
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
事
務
局
に
て
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
青
森
県

が
縄
文
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
積
極
的
な
活
動
し
た
時
期
に
当
た
る
。
世
界
遺
産

登
録
へ
の
取
り
組
み
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、
県
史
資
料
編
で
縄
文
時
代
の
関
わ
る

二
冊
が
、
こ
の
時
期
に
重
な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
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今
回
刊
行
さ
れ
た
『
資
料
編
考
古
1
』
は
、『
資
料
編
考
古
2
』
よ
り
三
年
目
の

刊
行
で
あ
る
。
こ
の
三
年
間
は
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
を
派
手
に
賑
わ
す
よ
う
な
全
国
規

模
で
の
縄
文
遺
跡
の
発
見
は
な
か
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
三
内
丸
山
遺
跡
で
の
発
掘

調
査
が
成
果
を
上
げ
、
国
営
公
園
化
し
て
徐
々
に
世
間
の
話
題
か
ら
遠
の
い
て
い
る

佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
遺
跡
と
比
べ
て
、
縄
文
遺
跡
の
話
題
は
切
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
青
森
県
史
資
料
編
考
古
の
完
結
と
な
る
『
資
料
編
考
古
1
旧

石
器
時
代
、
縄
文
時
代
草
創
期
〜
中
期
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
時
期
を
得
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

一　

本
の
概
要

　
『
青
森
県
史
資
料
編
考
古
1
』
は
、
Ａ
4
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
七
三
一
頁
で
あ

る
。『
資
料
編
考
古
2
』
は
Ａ
4
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
約
六
九
〇
頁
、『
資
料
編
考
古

3
』
は
Ａ
4
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
約
八
二
〇
頁
、『
資
料
編
考
古
4
』
は
Ａ
4
判
、

約
七
二
〇
頁
で
あ
る
か
ら
、
お
お
よ
そ
、
全
冊
を
通
じ
て
同
じ
よ
う
な
体
裁
で
作
成

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
は
贅
沢
な
仕
様
で
使
い
や
す
が
、
本
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
な
紙
質
へ
の
配
慮
が
欲
し
か
っ
た
。
高
齢
者
が
片
手
で
持
て
な
い
よ
う

な
重
い
本
は
な
か
な
か
利
用
し
に
く
い
。

　

緑
の
ク
ロ
ス
装
丁
の
表
紙
を
め
く
り
、
本
を
開
く
と
、
目
次
の
前
に
「
土
器
編
年

表
」
と
い
う
カ
ラ
ー
頁
が
来
る
。
歴
史
の
資
料
で
あ
る
の
で
「
年
代
」
は
最
も
重
要

な
基
準
で
あ
る
。「
土
器
編
年
表
」
は
考
古
学
を
学
び
、
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て

は
基
本
と
な
る
年
表
で
あ
る
。『
資
料
編
考
古
2
』
で
は
、
土
器
編
年
表
は
巻
末
に

モ
ノ
ク
ロ
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
巻
頭
の
カ
ラ
ー
頁
に
な
っ
て
、
土
器
編

年
表
の
大
別
時
期
区
分
が
色
分
け
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
遺
跡
の
タ
イ
ト

ル
が
時
期
区
分
に
応
じ
た
色
で
描
か
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
。

　

し
か
し
、
巻
頭
に
持
っ
て
き
た
た
め
に
別
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。『
資
料
編
考

古
1
』
は
、
旧
石
器
時
代
も
扱
っ
て
い
る
の
で
、
巻
頭
の
「
編
年
表
」
な
ら
ば
、
旧

石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
中
期
ま
で
を
巻
頭
の
編
年
表
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
旧
石
器
時
代
の
「
石
器
編
年
表
」
が
本
文
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
可
能
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
土
器
編
年
表
に
は
「
年
代
」
と
い
う
欄
が
あ
る
が
、
降
下
火

山
灰
の
表
記
に
留
ま
っ
て
い
る
。
降
下
火
山
灰
の
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
放
射
性
炭
素
年
代
の
表
記
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
本
文
中
の
気
候
変
動

の
表
と
対
応
で
き
る
程
度
の
年
代
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
文
の
構
成
を
み
る
と
、
巻
頭
の
凡
例
や
土
器
編
年
表
、
巻
末
の
用
語
解

説
や
引
用
文
献
一
覧
を
除
く
と
、
第
Ⅰ
部
旧
石
器
時
代
と
、
第
Ⅱ
部
縄
文
時
代
草
創

期
〜
中
期
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
巻
で
扱
っ
て
い
る
旧
石
器
時
代
（
世

界
的
に
見
れ
ば
後
期
旧
石
器
時
代
の
一
部
）
の
長
さ
は
お
お
よ
そ
二
万
五
千
年
、
縄

文
時
代
草
創
期
〜
中
期
の
長
さ
は
約
一
万
年
で
あ
る
。
時
間
と
い
う
尺
度
だ
け
で
比

べ
る
と
、
第
Ⅰ
部
と
し
た
旧
石
器
時
代
の
時
間
幅
が
か
な
り
長
い
が
、
扱
え
る
考
古

資
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
第
Ⅱ
部
は
資
料
が
膨
大
で
あ
る
。
記
述
で
き
る
資
料
の

量
を
考
え
れ
ば
、
本
巻
の
文
化
的
・
時
代
的
な
区
分
に
合
理
性
は
あ
る
と
思
う
。

二　

第
Ⅰ
部
旧
石
器
時
代

　

第
Ⅰ
部
旧
石
器
時
代
は
、
第
一
章
時
代
概
説
と
第
二
章
遺
跡
編
県
内
の
主
な
遺
跡

か
ら
な
る
。
さ
ら
に
第
一
章
は
、
第
一
節
旧
石
器
時
代
の
自
然
環
境
、
第
二
節
青
森
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県
の
旧
石
器
時
代
研
究
史
、
第
三
節
旧
石
器
時
代
の
石
器
と
そ
の
変
遷
、
第
四
節
放

射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
節
旧
石
器
時
代
の
自
然
環
境
は
、
地
理
学
的
、
地
質
学
的
な
成
果
と
旧
石
器

時
代
の
考
古
学
的
研
究
の
成
果
が
合
わ
せ
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
青
森
県
下
に
は
火

山
灰
に
封
じ
込
ま
れ
た
埋
没
林
や
泥
炭
層
が
多
く
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
調
査
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。　

　

第
二
節
青
森
県
の
旧
石
器
時
代
研
究
史
、
第
三
節
旧
石
器
時
代
の
石
器
と
そ
の
変

遷
に
は
、
主
な
研
究
史
と
石
器
製
作
技
法
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
り
、
県
下
の
旧
石

器
時
代
を
概
観
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
資
料
編
と
い
う
性
格
で
限
界
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
日
本
列
島
的
な
視
点
か
ら
も
青
森
県
の
資
料
が
注
目
さ
れ
る
旧
石

器
時
代
終
末
期
と
縄
文
草
創
期
の
石
器
の
関
係
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
見

ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

第
四
節
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
は
、
第
Ⅰ
部
か
第
Ⅱ
部
か
い
ず
れ
に
含
め
る
の

が
よ
い
か
と
迷
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
の
間
に
位
置
す
る
場
所
に
配
置

し
た
の
は
、
其
れ
が
為
で
あ
ろ
う
が
、
年
代
と
係
わ
る
の
だ
か
ら
、
巻
頭
の
編
年
表

と
組
み
合
わ
せ
る
の
も
一
案
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

法
の
一
般
論
し
か
書
い
て
な
い
が
、
本
巻
の
年
代
表
記
と
ど
う
関
わ
る
の
か
が
読
者

の
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県
史
で
あ
る
以
上
、
こ
の
点
は
も
う
少
し
丁
寧
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
章
遺
跡
編
県
内
の
主
な
遺
跡
は
、
青
森
県
内
の
三
〇
を
超
え
る
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
の
う
ち
、
実
体
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
一
二
遺
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。
調
査

時
の
写
真
や
出
土
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
、
遺
物
の
説
明
等
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
成
果
を
概
観
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
縄
文
時
代
の
よ
う
な
集
落
や
生
業
・
祭

祀
等
に
関
わ
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
記
述
は
石
器
と
そ
の
出
土

状
況
と
簡
単
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
八
戸
市
田
向
冷
水
遺
跡
は
、
完
成
度
の
高
い

報
告
書
に
基
づ
き
、
石
器
や
薄
片
の
出
土
状
況
を
掲
載
し
て
、
旧
石
器
時
代
遺
跡
の

状
況
を
詳
細
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
火
山
灰
層
と
の
層
位
的
関
係
か
ら
年
代
も
絞

り
込
む
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。

　

石
器
の
石
材
に
つ
い
て
は
、
一
項
目
が
設
け
ら
れ
て
も
良
か
っ
た
と
思
う
。
第
二

章
の
各
遺
跡
の
説
明
の
中
で
、
黒
曜
石
の
産
地
分
析
に
基
づ
い
て
、
青
森
県
深
浦
産

黒
曜
石
、
青
森
県
小
泊
産
黒
曜
石
製
の
石
器
が
識
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
ヶ
浜

町
大
平
山
元
Ⅱ
・
Ⅲ
遺
跡
は
、
周
辺
で
石
器
石
材
と
な
る
良
質
な
珪
質
頁
岩
の
産
地

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
に
は
、
石
器
用
の
石
材

と
し
て
黒
曜
石
や
珪
質
頁
岩
は
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
石
器
石
材
と
し
て
広
域
に
広

が
っ
て
い
た
場
合
も
多
い
。
第
Ⅱ
部
縄
文
時
代
第
三
章
各
論
第
二
節
遺
物
第
八
項
運

ば
れ
た
物
に
は
、
深
浦
産
黒
曜
石
と
小
泊
産
黒
曜
石
の
旧
石
器
時
代
に
お
け
る
流
通

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
旧
石
器
時
代
に
は
深
浦
産
黒
曜
石
製

石
器
が
富
山
県
南
砺
市
や
長
野
県
野
尻
湖
周
辺
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
一
方
、
青
森

県
内
の
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
に
多
く
見
ら
れ
る
北
海
道
産
黒
曜
石
が
、
旧
石
器
時

代
に
は
出
土
し
て
い
な
い
事
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
部
と
重
複
し
て
も
、
第
Ⅰ

部
旧
石
器
時
代
の
な
か
で
、
深
浦
や
小
泊
の
黒
曜
石
産
地
の
現
状
紹
介
や
県
内
外
で

の
黒
曜
石
流
通
の
記
述
が
あ
っ
た
方
が
、
青
森
県
内
の
旧
石
器
時
代
の
状
況
を
知
る

た
め
に
よ
り
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

三　

第
Ⅱ
部
縄
文
時
代
草
創
期
〜
中
期
、
第
一
章
時
代
概
説
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第
一
章
時
代
概
説
の
第
一
節
縄
文
時
代
の
自
然
環
境
で
は
、
要
領
よ
く
ま
と
め
ら

れ
た
二
枚
の
図
が
こ
の
節
の
内
容
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
図
1
縄
文
時
代
の
環
境

変
遷
模
式
図
は
、
縄
文
の
時
期
区
分
と
実
年
代
が
表
記
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
縄

文
時
代
の
大
ま
か
な
植
生
変
遷
を
示
す
八
甲
田
山
田
代
湿
原
の
植
生
変
遷
と
、
前
・

中
期
の
遺
跡
で
の
具
体
的
な
植
生
変
遷
を
表
す
三
内
丸
山
遺
跡
の
植
生
変
遷
が
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
縄
文
時
代
の
県
内
に
降
下
し
た
四
枚
の
十
和
田
テ
フ
ラ
と
、

地
球
規
模
で
の
気
候
変
遷
図
も
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代
青
森
県
に
お
け
る
環

境
変
遷
の
全
体
像
を
知
る
の
に
大
変
役
に
立
つ
。
図
3
縄
文
時
代
の
テ
フ
ラ
降
下
範

囲
の
図
と
合
わ
せ
る
と
、
火
山
灰
に
よ
る
遺
跡
・
遺
構
の
編
年
が
理
解
し
や
す
い
。

図
2
縄
文
海
進
期
の
海
岸
線
と
青
森
平
野
の
地
形
変
遷
模
式
図
を
み
る
と
、
気
候
の

変
遷
と
は
異
な
り
、
縄
文
時
代
前
期
ま
で
は
現
在
と
か
な
り
違
う
地
形
で
あ
っ
て
、

中
期
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
現
在
の
地
形
に
近
づ
い
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
図
に
は
表
れ
て
な
い
が
、
本
文
に
書
い
て
あ
る
約
九
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
日
本

海
の
形
成
と
気
候
の
変
化
は
、
前
期
以
降
に
み
ら
れ
る
日
本
海
側
の
遺
跡
増
加
と
関

わ
る
問
題
で
、
何
ら
か
の
形
で
図
に
示
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
三
節
「
土
器
の
変
遷
」
は
一
般
読
者
に
は
少
し
専
門
的
す
ぎ
る
気
が
す
る
が
、

考
古
学
研
究
者
に
と
っ
て
は
最
新
の
研
究
成
果
が
含
ま
れ
る
重
要
な
節
で
あ
る
。
と

く
に
、
早
期
後
葉
の
土
器
型
式
編
年
が
、
三
沢
市
早
稲
田
貝
塚
・
野
口
貝
塚
な
ど
の

平
成
二
五
年
以
降
の
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
新
た
に
提
示
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重

で
あ
る
。
早
期
末
の
貝
塚
形
成
史
や
縄
文
最
大
海
進
期
を
、
日
本
列
島
規
模
で
考
え

る
為
に
重
要
な
年
代
基
準
と
な
る
。

　

第
四
節
「
集
落
」
も
力
作
で
あ
る
。
青
森
市
三
内
丸
山
遺
跡
の
よ
う
に
既
に
詳
細

な
成
果
が
発
表
さ
れ
た
遺
跡
も
あ
る
が
、
調
査
が
数
次
に
わ
た
っ
て
い
た
た
め
に
、

集
落
の
全
体
像
が
明
ら
か
で
は
な
い
遺
跡
も
あ
る
。
例
え
ば
、
富
ノ
沢
⑵
遺
跡
の
遺

構
配
置
図
や
、
調
査
が
複
数
の
年
度
に
ま
た
が
っ
た
笹
ノ
沢
⑶
遺
跡
の
遺
構
配
置
図

の
復
元
的
な
作
成
は
、
青
森
県
下
の
前
・
中
期
縄
文
集
落
の
独
自
性
を
よ
り
鮮
明
に

し
て
い
る
。
富
沢
遺
跡
の
中
期
集
落
は
、
こ
の
節
で
は
、
青
森
県
独
特
の
列
状
配
置

集
落
と
し
て
分
類
し
て
い
る
が
、
第
2
章
遺
跡
編
中
期
三
七
富
沢
⑴
・
⑵
・
⑶
遺
跡

で
は
集
落
を
馬
蹄
形
に
復
元
し
て
お
り
、
県
と
し
て
の
考
え
を
統
一
し
て
欲
し
い
と

思
う
。
竪
穴
住
居
や
フ
ラ
ス
コ
状
貯
蔵
穴
や
土
坑
墓
に
加
え
て
、
道
路
跡
や
掘
立
柱

建
物
な
ど
の
集
落
構
成
要
素
が
整
う
中
期
は
、
列
状
、
並
列
状
集
落
の
完
成
期
で
あ

る
。
七
〇
〇
棟
を
超
え
る
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
三
内
丸
山
遺
跡
や
四
〇
〇

棟
以
上
の
竪
穴
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
富
沢
⑵
遺
跡
が
、
関
東
・
中
部
高
地
の
環

状
集
落
と
異
な
っ
た
独
自
の
集
落
景
観
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
特
に

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
縄
文
ム
ラ
の
集
落
諸
属
性
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た

か
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
る
点
は
、
他
の
縄
文
集
落
遺
跡
で
は
出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

第
五
節
「
生
業
」
で
は
、
人
骨
の
炭
素
・
窒
素
同
位
体
比
分
析
か
ら
当
時
の
食
生

活
を
復
元
し
て
い
る
。
同
じ
円
筒
土
器
文
化
圏
で
も
、
北
海
道
と
青
森
県
で
基
本
的

食
生
活
が
違
う
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
北
海
道
で
は
海
生
哺
乳
類
に
依
存
し
て
い
た

が
、
青
森
の
縄
文
人
は
、
他
の
本
州
縄
文
人
と
同
じ
よ
う
な
堅
果
類
と
海
生
魚
類
か

ら
タ
ン
パ
ク
質
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
記
し
て
い
る
。

四　

第
Ⅱ
部
縄
文
時
代
草
創
期
〜
中
期
、
第
二
章
遺
跡
編

　

第
二
章
遺
跡
編
は
、
第
一
節
縄
文
時
代
草
創
期
県
内
の
主
な
遺
跡
、
第
二
節
縄
文
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時
代
早
期
県
内
の
主
な
遺
跡
、
第
三
節
縄
文
時
代
前
期
県
内
の
主
な
遺
跡
、
第
四
節

縄
文
時
代
中
期
県
内
の
主
な
遺
跡
と
、
縄
文
時
代
の
時
期
区
分
に
し
た
が
っ
て
主
要

な
遺
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。
時
期
で
区
分
し
た
各
節
は
、
さ
ら
に
津
軽
地
域
、
南
部

地
域
、
下
北
地
域
に
分
け
て
い
る
。
日
本
海
の
形
成
、
日
本
海
気
候
と
関
係
す
る
津

軽
地
域
は
、
草
創
期
と
早
期
は
古
十
三
湖
湖
岸
地
域
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
遺
跡
が
な

い
。
前
期
、
特
に
円
筒
土
器
文
化
期
に
な
り
、
よ
う
や
く
青
森
県
全
域
に
遺
跡
が
広

が
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
遺
跡
編
で
取
り
上
げ
た
主
要
な
遺
跡
だ
け
で
も
約
二
〇
〇
遺
跡
も
あ
り
、
掲

載
さ
れ
た
遺
跡
の
記
述
を
個
別
に
批
評
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
第
二
章
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
や
関
連
文
献
と
の
関
係

か
ら
、（
ａ
）
き
ち
ん
と
し
た
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
紹
介
は
そ
の

報
告
書
を
ま
と
め
た
も
の
、（
ｂ
）
重
要
な
遺
跡
だ
が
、
報
告
書
が
な
い
か
古
く
て

資
料
と
し
て
役
に
立
た
な
い
の
で
、
改
め
て
資
料
の
再
調
査
を
お
こ
な
っ
て
、
ま
と

め
た
も
の
、（
ｃ
）
き
ち
ん
と
し
た
報
告
書
が
あ
る
が
、
報
告
書
に
は
な
い
新
し
い

事
実
の
発
見
が
あ
り
、
そ
の
成
果
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
三
種
類
に
分

け
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
代
表
的
な
例
を
紹
介
す
る
。

　
（
ａ
）
き
ち
ん
と
し
た
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
紹
介
は
そ
の
報
告

書
を
ま
と
め
た
例
と
し
て
は
、
青
森
市
三
内
丸
山
遺
跡
（
前
・
中
期
）、
八
戸
市
松
ヶ

崎
遺
跡
（
中
期
）、
東
北
町
東
道
ノ
上
⑶
遺
跡
（
前
期
）
が
あ
る
。
三
内
丸
山
遺
跡

は
第
三
節
前
期
、
第
四
節
中
期
の
両
節
に
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
第
一
章
第
四
節
集

落
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
の
成
果
が
四
〇
冊
以
上
の
報
告
書
で
報

告
さ
れ
て
お
り
、
関
係
図
書
も
多
く
、
県
史
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
歴
史

資
料
と
し
て
ど
う
ま
と
め
る
か
に
苦
労
が
有
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
縄
文
ム
ラ
の
復
元

と
そ
の
変
遷
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
ｂ
）
重
要
な
遺
跡
だ
が
、
報
告
書
が
な
い
か
古
く
て
資
料
と
し
て
役
に
立
た
な

い
の
で
、
改
め
て
資
料
の
再
調
査
を
お
こ
な
っ
て
ま
と
め
た
例
と
し
て
は
、
六
ヶ
所

村
富
ノ
沢
⑴
・
⑵
・
⑶
遺
跡
（
中
期
）、
八
戸
市
笹
ノ
沢
⑶
遺
跡
（
中
期
）
七
戸
町

二
ツ
森
貝
塚
（
前
期
・
中
期
）
が
あ
る
。
富
沢
⑴
・
⑵
・
⑶
遺
跡
で
は
、
報
告
書
に

な
か
っ
た
全
体
の
遺
構
配
置
図
が
再
整
理
に
よ
り
新
た
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。　

笹

ノ
沢
⑶
遺
跡
は
複
数
年
に
ま
た
が
っ
た
調
査
の
資
料
を
再
整
理
し
、
列
状
に
並
ぶ
竪

穴
住
居
群
の
遺
構
配
置
図
や
合
成
写
真
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。　

　
（
ｃ
）
き
ち
ん
と
し
た
報
告
書
が
あ
る
が
、
報
告
書
に
は
な
い
新
し
い
事
実
の
発

見
が
あ
り
、
そ
の
成
果
が
加
え
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
小
川
原
湖
周
辺
の
野
口

貝
塚
と
早
稲
田
⑴
貝
塚
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
成
果
に
加

え
て
、
三
沢
市
が
史
跡
整
備
に
向
け
て
平
成
二
五
〜
二
六
年
度
に
新
た
に
お
こ
な
っ

た
調
査
成
果
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
つ
が
る
市
田
小
屋
野
貝
塚
も
平
成
二
四

年
以
降
の
発
掘
調
査
の
成
果
、
出
土
人
骨
調
査
も
加
え
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

五　

第
Ⅱ
部
縄
文
時
代
草
創
期
〜
中
期
、
第
三
章
各
論

　

第
一
節
遺
構
に
は
、
住
居
、
水
場
、
貯
蔵
穴
、
墓
、
捨
て
場
、
の
項
目
が
あ
り
、

第
二
節
遺
物
に
は
、
く
ら
し
の
器
、
石
器
、
骨
角
器
、
植
物
性
遺
物
、
祭
り
・
信
仰

の
道
具
、
装
身
具
、
動
物
遺
存
体
、
運
ば
れ
た
物
、
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

　

縄
文
時
代
後
・
晩
期
『
資
料
編
考
古
2
』
と
比
べ
る
と
、
項
目
の
違
い
が
若
干
あ

り
、
時
代
的
特
徴
の
違
い
と
、
考
古
学
的
知
識
の
増
加
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

第
一
節
遺
構
で
は
、
第
一
項
の
住
居
に
記
述
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
住
居
の
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平
面
形
の
変
遷
や
炉
の
分
析
は
精
緻
を
極
め
て
お
り
、
遺
構
の
遺
存
状
況
の
良
い
青

森
県
に
特
徴
的
な
成
果
と
言
え
よ
う
。
住
居
の
項
に
加
え
て
、
第
三
項
貯
蔵
穴
、
第

四
項
墓
は
集
落
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
を
記
述
し
た
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
、
第

一
章
時
代
概
説
の
第
四
節
集
落
と
を
併
せ
て
読
む
と
、
集
落
の
全
体
像
を
よ
り
理
解

し
や
す
い
と
思
う
。
第
四
項
墓
で
は
、
墓
の
様
々
な
形
態
の
変
遷
が
示
さ
れ
て
お
り
、

青
森
県
に
独
特
の
環
状
配
石
墓
は
中
期
中
葉
以
降
、
石
棺
墓
、
再
葬
土
器
棺
墓
は
中

期
末
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
縄
文
前
・
中
期
社
会
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資

料
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
五
項
の
捨
て
場
（
遺
構
）
は
、『
資
料
編
考
古
2
』
に
は
無
い
項
目
で
、
新
し

い
遺
構
の
分
類
な
の
で
、
本
巻
で
後
・
晩
期
を
含
ん
で
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
項
に

含
ま
れ
る
「
貝
塚
」
は
新
し
い
分
類
で
は
無
い
が
、
青
森
県
で
の
変
遷
が
追
え
る
こ

と
が
出
来
る
項
目
で
あ
る
。
青
森
県
の
貝
塚
は
早
期
中
葉
に
出
現
し
後
葉
に
増
加
す

る
が
、
当
初
は
貝
類
以
外
の
動
物
遺
存
体
を
含
ま
な
い
と
あ
る
。
日
本
で
一
番
貝
塚

の
多
い
千
葉
県
で
の
早
期
の
貝
塚
の
あ
り
方
と
よ
く
似
て
い
る
。
前
期
に
は
貝
塚
が

増
加
し
、
中
期
に
は
大
規
模
な
貝
塚
が
出
現
す
る
が
、
千
葉
県
と
異
な
り
後
期
に
は

貝
塚
の
形
成
が
極
端
に
少
な
く
な
り
、
晩
期
に
な
る
と
再
び
増
加
し
海
獣
類
の
骨
が

出
土
す
る
と
あ
る
。
小
川
原
湖
周
辺
の
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
貝
類
の
種
類
の
変
化
が

第
三
章
第
二
節
遺
物
第
七
項
動
物
遺
存
体
の
図
3
に
示
さ
れ
て
お
り
、
早
期
後
葉
か

ら
前
期
中
葉
に
か
け
て
の
縄
文
海
進
と
、
中
期
後
葉
で
の
小
川
原
湖
周
辺
の
汽
水
域

の
拡
大
と
い
う
海
岸
環
境
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

第
二
節
遺
物
は
、
全
体
的
に
物
足
り
な
い
気
が
す
る
。
例
え
ば
、
第
五
項
の
祭

り
・
信
仰
の
道
具
で
は
、
中
期
の
土
偶
の
出
土
数
約
二
〇
〇
〇
点
は
全
国
最
多
と
書

い
て
あ
る
が
、
土
偶
に
か
ん
す
る
特
別
詳
細
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
第
七
項
動
物

遺
存
体
や
第
八
項
運
ば
れ
た
物
は
、『
資
料
編
考
古
2
』
に
は
無
い
新
し
い
項
目
で

あ
る
。
動
物
遺
存
体
で
は
、
県
内
の
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
獣
骨
の
組
成
や
、
先
述
し

た
小
川
原
湖
周
辺
の
貝
塚
出
土
の
貝
類
組
成
等
が
提
示
さ
れ
、
新
し
い
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
項
の
運
ば
れ
た
物
と
し
て
は
、
黒
曜
石
や
北
海
道
額
平

川
産
緑
色
岩
製
磨
製
石

や
糸
魚
川
産
ヒ
ス
イ
な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
縄

文
時
代
の
流
通
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
の
存
在
が
判
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
も
た

ら
し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
研
究
は
未
だ
進
ん
で
は
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
『
青
森
県
史
資
料
編
考
古
1　

旧
石
器
・
縄
文
草
創
期
〜
中
期
』
は
大
著
で
あ
る
。

体
裁
も
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
も
青
森
県
の
縄
文
遺
跡
の
紹
介
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料

編
と
な
っ
て
い
る
。
編
集
努
力
も
各
所
に
見
ら
れ
、
読
む
も
の
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
よ
う
な
配
慮
も
為
さ
れ
て
い
る
。
最
も
評
価
で
き
る
点
は
、
各
遺
跡
の
報
告
書
の

寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
不
足
す
る
点
は
再
検
討
を
お
こ
な
い
、
最
新
の
情
報
を
補
っ

て
、
で
き
る
だ
け
青
森
県
の
縄
文
遺
跡
の
最
新
情
報
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿

勢
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
本
を
持
っ
て
（
些
か
重
す
ぎ
る
の
で
あ
る
が
）、
青
森
県

の
縄
文
遺
跡
を
訪
ね
た
く
な
る
よ
う
な
本
で
あ
り
、
こ
の
資
料
を
基
に
、
縄
文
人
達

が
青
森
県
の
地
を
駆
け
巡
る
様
を
想
像
し
て
み
た
く
な
る
。

　

勿
論
、
欠
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
遺
跡
編
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
時
代
概

説
の
説
明
が
食
い
違
う
点
が
一
部
あ
り
、
ま
た
、
説
明
不
足
の
部
分
・
事
項
も
無
い

と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
欠
点
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
膨
大
な
生
の
発
掘
調
査
資
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料
を
、
県
民
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
歴
史
資
料
と
し
て
加
工
・
提
供
し
た
仕
事
の
成

果
は
、
そ
の
よ
う
な
欠
点
を
差
し
引
い
て
も
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
県

民
た
め
の
財
産
と
し
て
残
る
一
冊
と
し
て
、
十
分
な
役
割
を
果
す
と
私
は
高
く
評
価

し
た
い
。

　

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
関
根
達
人
先
生
、
伊
藤
由
美
子
氏
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
文
末
で
は
あ
る
が
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
Ａ
4
判
、
七
三
一
頁
、
青
森
県
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
三
一
日
刊
行
、

本
体
価
格
八
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
い
ず
み
・
た
く
ら　

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

本
会
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

投
稿
規
定

◎
論　
　
　

文　

四
百
字
詰　

60
枚
程
度
を
原
則
と
す
る
（
縦
書
き
、
以
下

同
様
）

　

◎
研
究
ノ
ー
ト　

四
百
字
詰　

20
枚
か
ら
30
枚
程
度

　

◎
研
究
余
録　

四
百
字
詰　

10
枚
程
度

　

◎
史
料
紹
介　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら
30
枚
程
度

　

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）
四
百
字
詰　

10
枚
程
度

◎
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き
32
字
×
23
行
で
組
ん
で

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
囲
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
超
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
（
事
前
に
編
集
委
員
会
へ
御

相
談
下
さ
い
）。
行
数
・
字
数
は
、
ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
同
様
に
組
ん
で
下

さ
い
。
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を
添
付
の
こ
と
。

◎
横
書
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原
稿
締
切　

一
月
末
日
と
八
月
末
日
の
年
２
回

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
稿
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真

　

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷
50
部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
諒
承
を
得
て
下
さ
い
。


